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1 はじめに 

ＡＣＣ１に接続する無停電電源装置を導入するお客様への設定ガイドとなります。 

ＡＣＣ１（以下、本機と記載します）の推奨オプション品の設定方法となります。 

 

 

2 無停電電源装置 

推奨の無停電電源装置(以下、ＵＰＳと記載します) 

 メーカー：オムロンソーシアルソリューションズ株式会社 

 名  称：無停電電源装置(ＵＰＳ) 

 型  式：ＢＹ３５Ｓ 

 

 

3 ご用意いただく機器 

・USB TYPE-Aで接続できるＷｉｎｄｏｗｓキー付きのキーボード 

 

 

4 接続方法 

ＵＰＳ側の接続 

 ①ＵＰＳ付属のＵＳＢケーブルを差し込みます。 

  ②本機内蔵パソコン用のＡＣアダプター電源プラグをＵＰＳに差し込みます。 

  ③本機用のＡＣアダプター電源プラグをＵＰＳに差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ＵＰＳ付属のＵＳＢケーブル 

② 本機内蔵パソコン用の 

電源プラグ 

③ 本機用の電源プラグ 
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本機側の接続 

  ①ブッシングを外します。 

  ②外部配線孔よりＵＰＳに接続したＵＳＢケーブルを通します。 

  ③下図を参考にＵＳＢケーブルの配線を行います。 

  ④配線の落下防止のため、クリップでＵＳＢケーブルを束線します。 

  ⑤外部配線孔から出ているケーブルを保護するため、付属のグロメットにて処理してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑥空いているＵＳＢポートにＵＳＢキーボードを接続してください。 

設定が完了しましたらＵＳＢキーボードは外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブッシングを外し 

ＵＳＢケーブルを通す 

クリップで固定する 

ＵＳＢケーブルを差し込む 

キーボードのＵＳＢケーブルを差し込む 
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⑦ＵＰＳの電源プラグを差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑧ＵＰＳの電源を投入すると本機が自動で起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑦ ＵＰＳの電源プラグを差し込む 

⑧ ＵＰＳの電源を投入する 
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5 設定方法(ソフトのインストール) 

 

※ソフトウェアのインストール中にポップアップが出た場合は、 

ポップアップの内容に従って進めてください。 

 

 ①本機のアプリケーションが立ち上がっている状態ですので、キーボードのＷｉｎｄｏｗｓボタン

を押してください。するとＷｉｎｄｏｗｓのメニューが表示されますので、エクスプローラーを

開いてください。 

   エクスプローラーで、Ｃドライブの【ｕｐｓ】フォルダを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②【ＰＡＰＶ５１６＿Ｍａｓｔｅｒ＿Ｗｉｎｄｏｗｓ】のフォルダを選択してください。 
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  ③【ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ】をダブルタップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ④【次へ(Ｎ)】ボタンをタップしてください。 
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  ⑤使用許諾契約に同意いただければ、使用許諾契約の全条項に同意します(Ａ)を選択し、 

【次へ(Ｎ)】ボタンをタップしてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑥スタンドアローンインストール(ネットワーク機能なし)を選択し、 

【次へ(Ｎ)】ボタンをタップしてください。 
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  ⑦Ｗｅｂサーバーを使用しないを選択し、【次へ(Ｎ)】ボタンをタップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑧【次へ(Ｎ)】ボタンをタップしてください。 
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  ⑨【次へ(Ｎ)】ボタンをタップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑩【次へ(Ｎ)】ボタンをタップしてください。 
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  ⑪自動を選択して【ＯＫ】ボタンをタップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑫結果を確認して、【ＯＫ】ボタンをタップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑬ＵＰＳの使用開始日、バッテリ使用開始日(交換日)、次回のバッテリ交換(予定日)を設定し、 

   【ＯＫ】ボタンをタップしてください。 
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  ⑭【ＯＫ】ボタンをタップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑮シャットダウンパラメータの設定で、 

   シャットダウンに必要な時間：【１８０】秒 から 【６０】秒へ変更 

   ＯＳ終了モード：【「休止状態」で終了する】 から 【「シャットダウン」で終了する】へ変更 

   変更後に、【ＯＫ】ボタンをタップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・待機時間設定の注意事項 

ご使用のエアコンにバックアップ電源がある場合は、待機時間をバックアップ電源の秒数に 

合わせて設定してください。ただし、最大３６００秒を限度として設定してください。 
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 ⑯パスワードを【ａｄｍｉｎ】(エー,ディー,エム,アイ,エヌ)を入力してください。 

  入力完了後、【ＯＫ】ボタンをタップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑰【完了】ボタンをタップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でソフトウェアのインストールは終了です。一度、パソコンの再起動をお願いします。 
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6 ＵＰＳの動作確認 

 ソフトウェアのインストール完了後、ＵＰＳの動作確認を行ってください。 

 (待機時間を６０秒に設定している場合) 

 

  ①ＵＰＳの電源プラグを引き抜きます。 

 

  ②６０秒経過後に、パソコンがシャットダウン動作を行い、パソコンの電源が切れます。 

 

  ③さらに６０秒後にＵＰＳの電源が切れます。 

 

  ④ＵＰＳの電源が切れた状態を確認し、ＵＰＳの電源プラグを差し込みます。 

 

  ⑤ＵＰＳの電源が入り、パソコンの電源が自動で入ります。 

 

  ⑥本機のアプリケーションが自動で立ち上がり、ＵＰＳの動作確認は完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


